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PCのセットアップから運用までを完全リモートで実施
Windows AutopilotとMicrosoft Intuneにより実現

JBSのナレッジを活用して、リモートキッティング環境を短期間で構築

ライブ配信プラットフォームを運営する株式会社DouYu（ドウユウ） Japan（以下、
DouYu Japan）では、JBSのナレッジを活用して、リモートでPCのセットアップから運
用管理までを一元管理する環境を導入しました。短期間でWindows Autopilot（以下、
Autopilot）の新規構築とMicrosoft Intune（以下、Intune）を連携し実現しています。

【 会社概要 】
ライブ配信プラットフォーム「Mildom（ミルダム）」を運営する DouYu Japan

● DouYu Japanについてご紹介ください。

DouYu Japanは、ライブ配信プラットフォーム「Mildom」を運営する会社で、2019年10

月にサービスがスタートしました。

Mildomを使えば年齢や性別を問わず、誰でも簡単にゲームライブストリーミングを行うこ
とができます。そのため、ゲームの実況プレイをはじめ、eスポーツ大会や関連イベントの
生中継のほか、アニメ・音楽・映像といったエンターテイメントなど、多岐にわたるコン
テンツが配信されています。

Mildomは業界最高水準のテクノロジーとノウハウにより高画質・低遅延を実現しています。
さらに、日本専用のライブ配信プラットフォームとして構築・運用することにより、配信
者と視聴者のリアルタイムかつインタラクティブなコミュニケーションを可能にしていま
す。そのベースとなっているのが登録ユーザー 2.5億人、配信者数は600万人と中国では
知らない人がいないと言っても過言ではない巨大な配信プラットフォームを支えるDouYu

の技術力です。加えて、DouYu Japanの出資元である三井物産のアセットやネットワーク
を駆使することで、当社のミッションである「いまつながる、いまかなえる、いま楽しくなる」
を、1人でも多くの日本のユーザーに提供することを目指しています。

 【 利用状況 】
Autopilotによる PCのリモートキッティング環境を導入

● DouYu Japanにおける Autopilotおよび Intuneの利用状況について教えてください。

当社では、Autopilotを導入してクラウド経由でPCの初期セットアップを行うリモートキッ
ティング環境を構築しています。入社時、提供されたPCにユーザーが自身のアカウントで
ログインするだけで、あらかじめ設定されたMicrosoft Windows10の初期セットアップが
完了できるようになっています。

【 導入背景 】
事業が急拡大する中、手作業によるキッティング作業が
IT担当者の負担に

● Autopilotおよび Intuneを導入した背景を教えてください。

当社は2019年に創業したばかりのベンチャーですが、事業は拡大しており
社員数も急増しています。社員の入社時からすぐにPCが使えなければ仕事
になりませんので、PCのキッティング作業は、システム部にとって重要な
業務の1つとなります。ですが、入社のタイミングは一定しておらず、複数
のPCを同時に用意しなければならないこともあります。

一方、システム部の担当者は数名しかいません。キッティング作業以外にも、
業務システム全体の導入や運用もカバーしなければならず、PCのキッティ
ング作業は大きな負担となっていました。

加えて、これまでキッティング作業はほぼ手作業で行っており、作業漏れ
や人的ミスに対する不安もあったので、動作確認のために時間を取られて
いました。そのため、Autopilotの導入を検討することにしました。

Intuneは、以前から導入はしていたものの一部の機能しか利用していませ
んでした。そこで今回、Autopilotによってリモートキッティング環境を
本格的に構築するにあたり、リモートでのデバイス管理を強化するために
Intuneの利用範囲を拡大することにしました。

【 選定理由 】
Autopilotや Intuneに関する経験やノウハウが豊富な JBSに期待

● Autopilotを選んだポイントがあれば教えてください。

システム部におけるキッティング作業の負荷を軽減するのが大きなねらい
の1つですが、クラウド経由でユーザー自身が簡単にセットアップできるの
で、ハードウェアの調達ができれば迅速かつ確実に作業環境を提供できる
というのが重要なポイントでした。

Autopilotは、マイクロソフトが提供するサービスなのでWindows OS

との相性が良く、詳細な設定が可能なこと。Azure Active Directoryや
Intuneと連携できること。そして、外部にキッティング作業をアウトソー
シングするよりも自由度やコストパフォーマンスが高い点などを評価しま
した。

●サポートベンダーとして JBSを選んだ理由を教えてください。

まず、何よりも当社のサービスを理解し、ファンでいてくださったのが一番
の理由です。もちろんそれだけではなく、JBSはAutopilotやIntuneに限らず、
Windowsを始めとするマイクロソフトソリューションやクラウドソリュー
ション全般に非常に明るいと感じました。

実は他社にも相談をしましたが、要件や仕様が具体的になってくると、コ
ストや提案内容に不明瞭な部分が見られ、不安を感じることがありました。
その点 JBSは、技術面はもちろん、ライセンス体系などに関する疑問点や不

本来であれば、入社時にオフィスで社員自身にセットアップしてもら
うことを想定していました。ですが、結果的にコロナ禍でAutopilot

の利用を開始することとなり、現在は全社的にリモートワークを実施
しています。PCを社員の自宅に配送してインターネットに接続しても
らい、セットアップを行ってもらうようにしています。

Intuneは、各デバイスへのアプリケーションやパッチの配信・アップ
デート、セキュリティの制御といったいわゆるデバイス管理をクラウ
ド経由で実施するために導入しています。

● JBSはどのような業務を担当しているのでしょうか。

JBSには、Autopilotと Intuneの環境設計および構築、導入後の運用サポー
トを、また新規に購入するMicrosoft Surface（以下、Surface）の手配も
依頼しています。

● Surfaceを採用しているのには何か理由があるのでしょうか。

Autopilotや Intuneなどマイクロソフトのソリューションを活用する上で、
相性の良さやメリットを考慮してSurfaceを標準機として採用しています。

明点に対しても当社目線で対応してくれ、安心してサポートを任せら
れると感じました。

少しでも早くリモートキッティングの環境を整備したいと考えていま
したので、経験やノウハウが豊富で、対応も迅速なJBSにサポートを
依頼することにしました。

【 導入効果 】
リモートで PCのセットアップから運用までを一元管理できる
環境を実現

● Autopilotおよび Intuneの導入効果について教えてください。

当初からのねらい通り、クラウド経由でユーザー自身が簡単にセット
アップを実行できるので、新規・再利用にかかわらず、ハードウェア
の調達さえできれば迅速かつ確実に作業環境を提供できるというのは、
重要な成果だと捉えています。

リモートでPCのセットアップから運用までを一元管理できる環境が整
備されたことで、デバイスの管理負荷軽減はもちろん、ユーザーの利
便性向上、利用環境やセキュリティレベルの底上げにつながっていく
と期待しています。

また、このようなコロナウイルス感染拡大によるリモートワークの展
開は想定外ではあったのですが、結果的に、PCの導入から運用まで完
全にリモートで実施でき、リモートワークを下支えできたことは社内
でも評価されています。

●リモートキッティングに関して、利用者の反応はいかがですか。

自宅にPCが配送されてきて自身で設定をするのに不安を感じるユー
ザーもいるようですが、スムーズにセットアップ作業が進んでいくの
で、途中で上手くいかなくなるということもありませんし、大きなト
ラブルなども発生していません。

【 JBSへの評価 】
効率的な導入手法など、優れた技術力やノウハウを評価

●今後の展開予定などあれば教えてください。

Intuneに関して、当初はWindows PCを中心に利用していましたが、
最近、管理対象をMacにも拡大しました。今後、スマートフォンもサポー
トしていく予定です。

また、リモートキッティングやデバイス管理とは直接関係ないのです
が、セキュリティ製品に関して当社の契約しているライセンス体系だ
と追加コストなしで利用できるのでMicrosoft 365 Defenderの導入を
JBSに相談しているところです。

ライブ配信プラットフォーム
「Mildom」

● JBSへの評価をお聞かせください。

Autopilotや Intuneの設定に関して、あらかじめ用意されているヒアリン
グシートに沿って要望を伝えれば基本的な設計が完了するので、複雑な設
定に悩まされたり、時間や手間を取られたりするがことなく、大変助かり
ました。単に機能を理解しているだけでなく、サービスを効率的に導入す
る手法が確立されており、改めてJBSの技術力や豊富なノウハウ、スピーディ
に環境構築できる工夫に感心しました。

また、打ち合わせなどに関しても、リモートなどで柔軟に対応してもらえ
たので、スムーズかつ短期間に導入ができたと感謝しています。これから
の当社の IT環境を支えるパートナーとして、さらには相談相手として情報
提供や手厚いサポートに期待しています。

https://www.jbs.co.jp/
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Autopilot）の新規構築とMicrosoft Intune（以下、Intune）を連携し実現しています。

【 会社概要 】
ライブ配信プラットフォーム「Mildom（ミルダム）」を運営する DouYu Japan

● DouYu Japanについてご紹介ください。

DouYu Japanは、ライブ配信プラットフォーム「Mildom」を運営する会社で、2019年10

月にサービスがスタートしました。

Mildomを使えば年齢や性別を問わず、誰でも簡単にゲームライブストリーミングを行うこ
とができます。そのため、ゲームの実況プレイをはじめ、eスポーツ大会や関連イベントの
生中継のほか、アニメ・音楽・映像といったエンターテイメントなど、多岐にわたるコン
テンツが配信されています。

Mildomは業界最高水準のテクノロジーとノウハウにより高画質・低遅延を実現しています。
さらに、日本専用のライブ配信プラットフォームとして構築・運用することにより、配信
者と視聴者のリアルタイムかつインタラクティブなコミュニケーションを可能にしていま
す。そのベースとなっているのが登録ユーザー 2.5億人、配信者数は600万人と中国では
知らない人がいないと言っても過言ではない巨大な配信プラットフォームを支えるDouYu

の技術力です。加えて、DouYu Japanの出資元である三井物産のアセットやネットワーク
を駆使することで、当社のミッションである「いまつながる、いまかなえる、いま楽しくなる」
を、1人でも多くの日本のユーザーに提供することを目指しています。

 【 利用状況 】
Autopilotによる PCのリモートキッティング環境を導入

● DouYu Japanにおける Autopilotおよび Intuneの利用状況について教えてください。

当社では、Autopilotを導入してクラウド経由でPCの初期セットアップを行うリモートキッ
ティング環境を構築しています。入社時、提供されたPCにユーザーが自身のアカウントで
ログインするだけで、あらかじめ設定されたMicrosoft Windows10の初期セットアップが
完了できるようになっています。

【 導入背景 】
事業が急拡大する中、手作業によるキッティング作業が
IT担当者の負担に

● Autopilotおよび Intuneを導入した背景を教えてください。

当社は2019年に創業したばかりのベンチャーですが、事業は拡大しており
社員数も急増しています。社員の入社時からすぐにPCが使えなければ仕事
になりませんので、PCのキッティング作業は、システム部にとって重要な
業務の1つとなります。ですが、入社のタイミングは一定しておらず、複数
のPCを同時に用意しなければならないこともあります。

一方、システム部の担当者は数名しかいません。キッティング作業以外にも、
業務システム全体の導入や運用もカバーしなければならず、PCのキッティ
ング作業は大きな負担となっていました。

加えて、これまでキッティング作業はほぼ手作業で行っており、作業漏れ
や人的ミスに対する不安もあったので、動作確認のために時間を取られて
いました。そのため、Autopilotの導入を検討することにしました。

Intuneは、以前から導入はしていたものの一部の機能しか利用していませ
んでした。そこで今回、Autopilotによってリモートキッティング環境を
本格的に構築するにあたり、リモートでのデバイス管理を強化するために
Intuneの利用範囲を拡大することにしました。

【 選定理由 】
Autopilotや Intuneに関する経験やノウハウが豊富な JBSに期待

● Autopilotを選んだポイントがあれば教えてください。

システム部におけるキッティング作業の負荷を軽減するのが大きなねらい
の1つですが、クラウド経由でユーザー自身が簡単にセットアップできるの
で、ハードウェアの調達ができれば迅速かつ確実に作業環境を提供できる
というのが重要なポイントでした。

Autopilotは、マイクロソフトが提供するサービスなのでWindows OS

との相性が良く、詳細な設定が可能なこと。Azure Active Directoryや
Intuneと連携できること。そして、外部にキッティング作業をアウトソー
シングするよりも自由度やコストパフォーマンスが高い点などを評価しま
した。

●サポートベンダーとして JBSを選んだ理由を教えてください。

まず、何よりも当社のサービスを理解し、ファンでいてくださったのが一番
の理由です。もちろんそれだけではなく、JBSはAutopilotやIntuneに限らず、
Windowsを始めとするマイクロソフトソリューションやクラウドソリュー
ション全般に非常に明るいと感じました。

実は他社にも相談をしましたが、要件や仕様が具体的になってくると、コ
ストや提案内容に不明瞭な部分が見られ、不安を感じることがありました。
その点 JBSは、技術面はもちろん、ライセンス体系などに関する疑問点や不

本来であれば、入社時にオフィスで社員自身にセットアップしてもら
うことを想定していました。ですが、結果的にコロナ禍でAutopilot

の利用を開始することとなり、現在は全社的にリモートワークを実施
しています。PCを社員の自宅に配送してインターネットに接続しても
らい、セットアップを行ってもらうようにしています。

Intuneは、各デバイスへのアプリケーションやパッチの配信・アップ
デート、セキュリティの制御といったいわゆるデバイス管理をクラウ
ド経由で実施するために導入しています。
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● JBSはどのような業務を担当しているのでしょうか。

JBSには、Autopilotと Intuneの環境設計および構築、導入後の運用サポー
トを、また新規に購入するMicrosoft Surface（以下、Surface）の手配も
依頼しています。

● Surfaceを採用しているのには何か理由があるのでしょうか。

Autopilotや Intuneなどマイクロソフトのソリューションを活用する上で、
相性の良さやメリットを考慮してSurfaceを標準機として採用しています。

明点に対しても当社目線で対応してくれ、安心してサポートを任せら
れると感じました。

少しでも早くリモートキッティングの環境を整備したいと考えていま
したので、経験やノウハウが豊富で、対応も迅速なJBSにサポートを
依頼することにしました。

【 導入効果 】
リモートで PCのセットアップから運用までを一元管理できる
環境を実現

● Autopilotおよび Intuneの導入効果について教えてください。

当初からのねらい通り、クラウド経由でユーザー自身が簡単にセット
アップを実行できるので、新規・再利用にかかわらず、ハードウェア
の調達さえできれば迅速かつ確実に作業環境を提供できるというのは、
重要な成果だと捉えています。

リモートでPCのセットアップから運用までを一元管理できる環境が整
備されたことで、デバイスの管理負荷軽減はもちろん、ユーザーの利
便性向上、利用環境やセキュリティレベルの底上げにつながっていく
と期待しています。

また、このようなコロナウイルス感染拡大によるリモートワークの展
開は想定外ではあったのですが、結果的に、PCの導入から運用まで完
全にリモートで実施でき、リモートワークを下支えできたことは社内
でも評価されています。

●リモートキッティングに関して、利用者の反応はいかがですか。

自宅にPCが配送されてきて自身で設定をするのに不安を感じるユー
ザーもいるようですが、スムーズにセットアップ作業が進んでいくの
で、途中で上手くいかなくなるということもありませんし、大きなト
ラブルなども発生していません。

【 JBSへの評価 】
効率的な導入手法など、優れた技術力やノウハウを評価

●今後の展開予定などあれば教えてください。

Intuneに関して、当初はWindows PCを中心に利用していましたが、
最近、管理対象をMacにも拡大しました。今後、スマートフォンもサポー
トしていく予定です。

また、リモートキッティングやデバイス管理とは直接関係ないのです
が、セキュリティ製品に関して当社の契約しているライセンス体系だ
と追加コストなしで利用できるのでMicrosoft 365 Defenderの導入を
JBSに相談しているところです。

● JBSへの評価をお聞かせください。

Autopilotや Intuneの設定に関して、あらかじめ用意されているヒアリン
グシートに沿って要望を伝えれば基本的な設計が完了するので、複雑な設
定に悩まされたり、時間や手間を取られたりするがことなく、大変助かり
ました。単に機能を理解しているだけでなく、サービスを効率的に導入す
る手法が確立されており、改めてJBSの技術力や豊富なノウハウ、スピーディ
に環境構築できる工夫に感心しました。

また、打ち合わせなどに関しても、リモートなどで柔軟に対応してもらえ
たので、スムーズかつ短期間に導入ができたと感謝しています。これから
の当社の IT環境を支えるパートナーとして、さらには相談相手として情報
提供や手厚いサポートに期待しています。
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